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高度成長後の時代に対応した電話機である。最後の黒電話とも称される。1973
（昭和48）年の石油ショックでの諸物価の急激な上昇や高度成長の終焉による社
会の変化に対応するため、大幅なコストダウンや高いメンテナンス性を実現し、
複数の会社で生産された。省資源化や将来の需要減を勘案しての手作業による組
み立てを前提とした実装構造を採用した他、音声明瞭度由来と通信音量由来の2つ
の国際規格を満たすなど、世界市場を視野に入れた電話機として重要である。

一－イ（科学技術の発展の重要な側面及び段階を示すもの）
二－イ（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たしたもの）
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